
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 a 229 242 94.6% a 1.00

2 d 142 329 43.2% c 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｂ ｂ

２　市民生活実感評価 *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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施策番号 1001

施策名 産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成

　農林業経営の安定と向上に向けた取組や他産業との連携を行うとともに，市内農
林産物に関する市民の理解を深め，地産地消を推進する。また，職業としての農林
業の魅力を啓発し，担い手の育成を図る。

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市農林行政基本方針

担当局・部室

上位政策 10　農林業

産業観光局・農林振興室

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価
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‐

１　客観指標評価

施策の評価

‐

‐ ‐ ‐

ｄ
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‐ ‐ ‐



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ｂ ｄ

☑

□

＜この施策を構成する事務事業＞

30,224 25,995

31,254 34,318

21,815 19,904

41,336 36,574

76,962 85,220

17,976 16,915

26,444 12,061

5,748 5,703

0 17,889

33,455 40,504

273,980 0

751 492

1,569 1,014

25,235 26,943

131,418 99,869

11,593 11,466

48,516 32,662

13,723 5,377

105,147 113,848

1,747 1,340

14,930 14,934

18,969 20,033

26,184 0

19,923 30,373

2,357 0

8,958 7,261

＜今後の方向性＞

・作業効率の向上及び収益性の高い品目への転換等により，農林業経営の安定化を図るとともに，労働環
境の向上や資金的支援に取り組み，多様な担い手の育成に取り組む。
・農商工や産学公の連携を進め，６次産業化を目指す農林業者への支援や，京都ならではの新商品の開発
に取り組み，高付加価値な農林水産物の生産を推進する。
・市民に市内産の農林水産物に関する情報を提供することなどにより，生産者と消費者が互いに顔の見え
る関係を構築することで，販路拡大を図る。

13 畜産振興 良い

18 京北森林公園運営管理 －

19 総合獣害対策事業 普通

林業担い手対策事業
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10 農業生産振興対策 良い

11 新規就農者育成・定住促進事業(「京都京北未来かがやきビジョン」の推進) －

12 京都市宇津峡公園 －

7 地域特産物需要拡大センター（ウッディー京北） －

8 京都らしい森づくりの推進～京都竹林再生・魅力発信事業～ 良い

9 水田農業構造改革対策事業（投資） －

4 農林畜水産業金融対策 悪い

1 水田農業構造改革対策事業（米の生産調整対策）

5 新規就農総合支援事業 普通

6 京北農林業地域活性化促進事業 良い

産業観光局

産業観光局

産業観光局

良い

悪い

良い

－

ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

・産業として，農林業者等への支援を主体とした事業を行っており，消費者である市民への発信が不足してい
たことから，市民生活において施策の達成度が実感されず，d評価となったと考えられる。

今後の方向性の検討

事業名

事業費の状況（千円） 令和元年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局平成30年度
決算額

令和元年度
予算額

良い

2 担い手育成支援事業 良い

3 有害鳥獣被害防止対策事業 かなり良い

産業観光局

産業観光局

産業観光局良い

普通

普通 産業観光局

－ 産業観光局

普通 産業観光局

良い 産業観光局

－ 産業観光局

重み付け
C

（原因分析）客観指標総合評価

施策の目的がそこそこ達成されている

平
成
30
年
度

C

（重み付けの理由）

　農林業に従事しない市民や農林業に関心のない市民にとっては，実感しにくい施策であり，客観指標
評価を重視して評価することが妥当であると考えるため

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。
□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

平
成
29
年
度

C

（原因分析）市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。
☑

□　市民の実感☑　客観指標

林道等整備事業

21 京都らしい森づくりの推進～北部山間地域活性化プロジェクト～

20 京都京北未来かがやきビジョンの推進～京都“悠久の灯”プロジェクトの推進

22 木のあるまちづくりの推進～京都市内産木材の情報発信強化～

23 木のあるまちづくりの推進～マンガ・アニメ・映画を活用した市内産木材普及モデル事業～

24 大規模集約型林業モデル事業

25 林業・木材産業構造改革事業

26 森林文化交流センター

産業観光局

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

14 水産増殖

15 森林整備事業

16



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 94.6%

数値 目標年次 達成度

数値 250 令和元年度 91.6%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30令和元

a a a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 43.2%

数値 目標年次 達成度

数値 350 令和元年度 40.6%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30令和元

c d c

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については，社会経済情勢及
び自然環境条件の影響度が高いことか
ら，80％以上をａ，以下20％刻みで基
準を設定した。

全国順位
中長期目標

21人増 329

算定に用いるデータの収集期
間の関係から，平成29年度値
が最新となる。

根拠

京都市農林行政基本方針

数値 根拠

京都市農林行政基本方針の目標達成のために当年度
達成すべき数値＝平成19年度現況値（224人）と京都
市農林行政基本方針の目標数値（令和元年度350人）
から各年度の目標数値を等差的に算出

備考

年間に30日以上林業労働に従事する者の人数

農林業の活性化に向けた林業の担い手への支援
状況を示す指標

出典：京都府林業統計

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成28年度 平成29年度

121 142

指標名 林業労働者数（人）

担当課 林業振興課 連絡先 ２２２－３３４６

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については，社会経済情勢及
び自然環境条件の影響度が高いことか
ら，80％以上をａ，以下20％刻みで基
準を設定した。

全国順位
中長期目標

8人増 242

根拠

京都市農林行政基本方針

数値 根拠

京都市農林行政基本方針の目標達成のために当年度
達成すべき数値＝平成21年度現況値（168人）と京都
市農林行政基本方針の目標数値（令和元年度250人）
から各年度の目標数値を算出

備考

農業経営基盤強化促進法に基づき，本市が認定した効率的で安定した農業経営を目指す農業者の人数

農林業の活性化に向けた農業の担い手への支援
状況を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成29年度 平成30年度

221 229

担当課 農林企画課 連絡先 ２２２－３３５１

施策名 1001 産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成

指標名 農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者数（人）


